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・名古屋都市圏の社会空間構造の変容

・コミュニティ・ガバナンス

・ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）

研究目的
格差の拡大、社会的排除や災害などのリスクが社会問題化するなかで、
コミュニティやソーシャル・キャピタルの役割が注目されている。一般
的には、大都市では、コミュニティは市場や行政によって代替される、
町内会などの地縁型組織が衰退し、NPO などのテーマ型組織が増加する
と指摘される。本研究は、大都市圏のなかで、先進産業都市として製造
業が強く、伝統的な地縁型コミュュニティが強いとされる名古屋都市圏
を対象にして、GIS による社会地図を作成し、都市の社会空間構造の変
容を解明するとともに、ソーシャル・キャピタルの動態とそれを規定す
る要因を明らかにする。

インタービュー調査、質問紙（アンケート調査）に興味がある学生を歓迎します。

コミュニティ・ガバナンス
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